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～歴 史 探 訪～ラジオ体操と修養団 
昭和３９年１０月１０日、第１８回夏季オリンピック大会が東京都で開幕しました。本年開催予定のオリンピッ

クは明年に延期されましたが、スポーツや健康はいつの時代も大きな関心事と言えます。 

その中でラジオ体操は、「国民の体力向上と健康の保持や増進」に貢献してきましたが、そのルーツの一端

は修養団にあるのです。 

 

 
 

松元稲穂（明治１６年～昭和

２７年）は、鹿児島師範を卒業

後、明治４０年に日本体育会体

操学校（日本体育大学の前身）

に入学。香川県女子師範学校

教諭時代、同校教諭であった

後藤静香（修養団幹事長）の協

力を得て、大正６年に「家庭体

操」を創案。 

同８年におこなわれた、修養

団主催「第５回全国中堅青年

天幕講習会」に講師として参加

し家庭体操を実施、その際「国

民体操」と改名した。 

国民体操は永井道明・東京高等師範学校教授

の「家庭體操」ほか、デンマークやドイツの体操、ま

た陸軍戸山学校の１０分間体操などをヒントに作ら

れた。 

その目的として、松元は「向上」大正９年３月号

において以下のようにまとめている。 
 

①「我が国民健康状態の改造」 

健康状態の改造には「国民の体育を根底から

改造せねばならぬ」とし、医学の進歩や衛生状

態の改善に先んじて「呼吸器と消化器の強健」

を主眼とした。 

当時の平均寿命は３１歳とされ、呼吸器と消化

器の疾患で１日に１３００人が亡くなっており、死

亡者全体の半数を占めていたことを鑑み「刻一

刻と 斃
た お

れて行く我が同胞を見 棄
す

てることが出

来るか」と述べている。 
 

②「国民能率の向上」 

健康の増進とともに、活動の基礎を確立する

ために、毎朝日の出とともにこの体操を実行して、

その日の活動に邁進することを推奨している。ま 
 

た、仕事や勉強の間に体操をおこなうことで疲労

が回復し、また新しい気分で働くことができるとし、

「国民の総能率が向上すれば、国運の隆盛も期

待できる」としている。 

 
国民体操は修養団主催の講習会で実施され

たことで全国に普及し、大正９年の「第８回全国

中堅青年天幕講習会」では、当時の皇太子殿

下（昭和天皇）にご覧いただく光栄を受けた。 

松元は教諭を辞して修養団幹事（大正９～１２

年）、同理事（大正１２～１４年）を歴任するととも

に、「国民体操研究所」を設立した。 
 

なお、修養団の講習会では現在も国民体操

の一部を取り入れ、ヨイサ！ヨイサ！のかけ声と

ともに、「天突き体操」「櫓
ろ

こぎ運動」を元気にお

こなっている。 

 

 
 

大正時代、逓信省（現・総務省）では国営の

保険事業を始めるため、世界の保険事情を視察

していた。同１２年、視察中の簡易保険局職員

が、アメリカの保険会社が「ラジオ体操」を企画し

ていることを知り、当時日本でラジオが急速に普

及していることも重なり、大正１４年に業界誌でそ

の企画を紹介し、昭和２年、昭和天皇の即位を

祝う事業としてラジオ体操を提案。その後、文部

省（現・文部科学省）や師範学校、東京市（当

時）などのメンバー７人が選定され、体操の草案

ラジオ体操の参画へ 
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が検討されたが、その際に松元が委員に名を連ねている。 

昭和３年、「国民保険体操」として発表されたラジオ体操は、戦争で中止を余儀なくされるなどしたが、昭

和２６年に現在の形となり、愛好者は全国のみならず海外にも及んでいる。 

 
 

 

 
 

 
 

10/9…第２回「オンライン青年ボランティア・ゼ

ミナール」３４人 

岐阜県の中川耕一朗さん（ナチュラルクリ

ニック２１勤務）が「こうやって僕は大人になっ

た」と題し、自身が体験した不登校やＮＰＯで

の体験のほか、現在のライターとしての活動に

ついて講話した。 

また、勤務している「ステロイドを使わないア

トピー性皮膚炎の専門クリニック」での受付対

応を通して、「社会貢献はボランティアだけで

なく、自分の仕事を通してもできる」ことを参加

者に訴えた。 

参加者はパソコンやスマートフォンの画面を

通して真剣に耳を傾けるとともに、講演終了後

は講師を交えて交流を図った。 

 
 

【幸せの種まきキャンペーン《出前講座》】 
 

 

 
10/ 2 和歌山県高野町高野山中学校 45 人 
10/ 6 北海道伊達市立光陵中学校 290 人 
10/ 7 北海道鵡川高等学校 202 人 
10/19 沖縄県立球陽中学校 84 人 
 

 
10/21 沖縄県那覇市立真和志中学校 
10/27 静岡県私立浜松聖星高等学校 
11/ 5 神奈川県私立カリタス女子中学校 

 
 

 
 

11/7…「Ｚｏｏｍでオンライン家庭《共育》講演

会」〔東京都・ＳＹＤ本部〕 《高牧康》 

ヴォイスティーチャーの高牧康

さんが「音育」と題して講演。「家

庭《共育》セミナー」のオンライン

版として実施する。 

左記ＱＲコードからも申し込み

可能。 
 

11/14…「幸せの種まき祭り」〔東京都渋谷区・ＳＹ

Ｄホールほか〕 
 

11/21～23…「全国青年ボランティア・フォーラ

ム」〔長野県伊那市・国立信州高遠青少年自然の

家〕《Ｄａｉｓｕｋｅ Ｋａｔｓｕｍａｔａ、山﨑一紀、山口千

恵子、市島寿里、板倉和也、谷野渉、増田航介》 

「君の代わりはいない～生きるって何だろ

う？～」をテーマに、参加青年がボランティア

や生徒会などでの活動を通じ、学んだことや

熱意を語り合うとともに、新たな取り組みやより

よい活動を模索する。 
 

11/29…「Ｚｏｏｍでオンライン愛汗実践塾」〔東
京都・ＳＹＤ本部〕 《山﨑一紀》 

修養団創立者・蓮沼門三の没後４０年に寄

せ、山﨑一紀主幹が講演。 
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